
畑'山高度利,Hのための好道1麦作物の述定とnll食作の組合せ技術 (遣符‖)

(岩手農試 技 術部 ・環rA郎)

1、 背景とねらい

県中北部を対象として畑地高度利用のための好道後作物の選定 と各作物の組合せ技術につ

いて昭和62年 度指導上の参考事項に供した。技術内容として、①.知 型 I(中 心作物 :小

麦 )、 H(同 ,レ タス)、 Hl(同 ,ご ぼう)を 設定 し、各々の中心作物毎に後作として組合

せ可能な高収益作物 (主に野菜 )、 ②。各前後作を体系化するための組合せ技術 (施肥技術

裁植根式など)を 示 した。

.  こ のうち、類型 11(初夏どリレタスあとのマルチ再利用による通品目)に ついて継続して

試験 したところ、新 しい好逝後作物として 「はくさい」とその裁培技術について成果が得ら

れたので、指導上の参考に供する。

2、 技術内容
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(2)当 類型における前後作の組合せ技術

ア、初夏どリレタス作1寸時に施肥量を増やすことにより、後作としてスイー トコーン、えだ

まめ、小豆 (ベニダイナゴン)の ほか、 「はくさい」の継続1乍付が可能である。増量割合

は、スイー トコーン ・はくさいで50%、 えだまめ ・小豆で20%と する。標準的な栽培
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(3)当 類型の作期は以下のとおりである。
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(4)当 類型におけるはくさい殺培は無マルチ栽増に比較し、田敗球の発生が抑えられる。特

に盛夏期を経過する9月 から 10月 上旬どりに対して作柄が安定する。したがつて、平場

地帯でも6月 下旬～7月 下旬j喬種の作型が可能である。

(5)通 応地域  県 中北部畑作地帯

3、 指導上の留意事項

(1)マ ルチ栽増によって、はくさいは軟函痛の影響を受けにくいが、耐病性の強い品種 くさ

くみどり3号 など)を 用い、かつ適期防除に努める。

(2)1作 目のレタスでは増肥によつても過大球、変形球の発生が助長されず、品質、収量と

も特に問題はない。ただし、肥沃な団場では過剰生育など考慮し、運期収穫に努める。

(3)レ タスの品種はサクラメン ト、ゼニスとする。

(4)マ ルチは雑草抑制のため黒色マルチを使用すること.

4、 当該事項にかかる試験研究課題名

(1)県 中北部における高収益畑作展開のための土地利用方式の確立

(高収益1午物を中心とした作付体系)

5、 参考文献                        ・

(1)昭 和 62年 度指導上の参考事項 「畑地高度利用のための好通後作物の選定と前後作の組

合せ技術」                       (昭 和 62年 ,農試本場)

6、 試験成績の概要
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図 1 マ ル チの有無とは くさい函敗球の発生推移 (昭和 63年 )
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